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戸、

る
が
久
凶

r
な
コ
て
い
る
に

腐
敗
統
制
と
政
最
形
式
と
い
う
本
来
的
険
法
z
f
検
祭
が
、
制
一
切
に
連
行
ー
ぶ
」
き
た
の
か
こ
い
う
白
に
関
連
し
て
、
検
山
山
市

割1

は
つ
？
ね
に
標
的
間
以
査
こ
い
ミ
政
治
的
非
肢
の
行
料
合
提
供
し
て
き
た

L
、
ま
に
、
大
統
却
や
執
政
府
要
人
、
そ
の
側
近
、
三
、
の
剖

判恒品川柑清か
3
h
J
ず
る
久
一
夜
疑
恐
に
つ
い

聖
域
不
可
侵
i

と
ゴ
つ
能
川
疫
を
取
っ
て
き
た
と
り
疑
惑
を
も
受
日
て
き
て
い
る
。

1

9
人

J
1
J

ツ
ヂ
1
L

、ι

千

ム

）

m批
存
可
生
き
て
い
る
」
政
治
権
力
者
の
が
止
は
は
口

7
ど
っ
ぷ
h
、

政
怪
の
不
rー
ば
か
り

も
っ
ぱ
ら
退
去
の

［
柑
と
な
っ

を
大
々
的
に
前
川
氏
1
て
み
廿
る
ご
と
に
よ
打
、
現
兵
権
の
P
E
一
場
明
め
の
役
割
乞
果
た
し
て
レ
ヲ

G
t
rー
品
川
叶
、
β
あ
ξ
の
も
t
L
J
U

小品、一と

で
あ
る
。
干
の
た
め
、
へ
司
祭
は

庁
い
し
て
、
公
正
主
と
衡
ギ
川
工
と
の
丙
で
、
不
信
と
怒
hLリ
守
口
お
か

て
出
J

民
か
ら

っ
た
そ
し
て
、
を
心
不
信
と
怒
り
は
、
検
察
の
r
h【
リ
基
軸
附
常
持
》
す
、
必
々
乞
改
芋
楽
に
つ
い
て
材
料
と
提
供
す

る
結
果
と
な
っ
た
ー

こ
れ
伊
、
与
梓
国
怜
祭
が
進
わ
U

べ
金
一
ト
々
川
は
、
以

i
り
よ
了
G
否
定
的
評
価
乞
抗
来
し
た
原
凶
ど
分
析
し
、
検
日
間
交
官
ー
の
に
め
H

松
市

さ
れ
た
は
悼
々
な
万
円
中
J

宇佐川
U

一
り
し
て
、
凶
「
て
の
期
待
す
る
1

強
h
A
L
U
F
v
敗
規
制
機
関
」
と
し
て
心
役
割
を
倹
M

引
が
れ
ポ
た
せ
る
工
う
に
す
心

」
し
」

J
h
r
＝
一
一
え
ア
吋

検
察
小
伝
を
も
と
、
つ
し
た
妥
医
の
分
析

～

J

h

央
内
示
〉
ん
λ
ム
口
忠
十

一
、

fr望
η
i
i
t

政
治
性
は
、
植
民
池
時
代
の
検
察
権
形
成
黙
以
来
、
山
町
、
仙
特
徴
と
手
わ
て
き
た
。
検
祭
は
、
地
崇
を
指
揮
県
刑
判
白

γ
司令、ア」

c、
植
民
h
f深
刻
の
維
持
に
一
役
z／｝川
H
3
E
き
ー
～
と
さ
う
れ
る
。
こ
の
点
、
柚
ト

U1h吋
代
に
形
成

3
れ
た
検
祭
む
政
治
的
慌
m問
、
と
役
一
円
川
は
、

そ
の
後
？
私
大
台
く
変
化
「
る
こ
と
が
な
く
、
軍
事
独
門
川
川
氏
濯
の
展
院
と
と
も
に
が
絡
化
L
U
J
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
二
つ
見
解
が
あ
る
（
〕
革
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事
独
裁
政
棒
の
も
こ
で
、
検
討
は
古
ど
し
て
協
力
の
手
足
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
司
法
権
の
数
？
吋
V
R
侵
害
し
、
司
法
過
時
に
政
治

宝
l
hり
の
廿
山
田
】
や
一
反
映
さ
ざ
る
機
関
こ
し
て
役
割
を
果
ん
J
J
午
、
き
止
と
い
う
の
で
あ
る
υ

て
の
よ
う
な
「
政
ム
旧
検
川
市
」

の
担
山
者
パ
ム
市
一
次

の
ポ
ス
ト
は
、
古
川
い
司
会
的
泡
は
い
ピ
よ
じ
登
る
た
め
の
梨
け
議
乙
冗
な
さ
れ

W

一
の
よ
う
な
一
…
一
肌
士
会
副
的
に
行
訟
で
き

る
か
ど
う
か
は
げ
く
と

L
て
も
、
検
察
の
役
割
に
刻
「
る
こ
の
よ
弓
な
不
定
的
計
慨
は
日
お
一
般
的
で
あ
る
。
治
市
ず
と
い
え
ば

古九日↑円
E

セ
あ
る
。
休
明l
察
記
織
の
中
校
に
は
人
事
権
か
あ
り
、

そ
う
し
f
八
人
事
r恰
の
が
必
立
的
行
涜
に
よ
ゥ
て
、
品
川
宇
は
政
恨
の
魚
川
に
お

り
に
η
J刊
か
汽
、
れ
て
い
る
と
い
h

っ
け
ん
十
ワ
が

般
的
で
忘
る
c

さ
ら
に
、
杭
八
円
か
は
、

FI民
の
公
樺
、
な
ど
で
は
な
く
、
部
一
一
氏
の
一
に
け
科
訴
す
る

I
J
K
的
行
什
在
だ
と
さ
れ
、
仏
叫
ん
れ
れ
ん
乞
色
む
司
法
権
力
に
川
け
す
る
一
出
民
の
芯
れ
り
と
非
味
は
従
え
る
こ
と
が
な
か
コ
た
〈
政
権
初
販
の
瓜
大
流

町
田
い
と
ギ
検
事
レ
〈

ct九
話
を

γ
ス

メ

T
r
r
で
口
の
当
た

η
に
し
た
M
川
口
へ
は
、
山
村
祭
の
小
山
か
ワ
倣
出
叫
ん
ホ
パ
！
ん
墜
を
そ
の
R
C
r州
認
し
ん

づん
」
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検
祭
級
戦
は
き
わ
め
て
J

火
薬
惇
的
で
あ
り
、
依
然
し
し
民
国
民
ピ
権
限
一
？
過
制
に
じ
忠
則
さ
れ
亡
い
る
と
と
を
内
た
ず
る
こ
と
は
児
科
干
し
い
り4
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羊人阪

～
以
人
三
百
羽
い
政
治
的
中
r
v
Mに

斗
民
主
権
的
組
織
構
造
の
も
と
で
は
、
羽
場
の
倹
日
常
組
織
は
肉
、
的
な
判
断
を
行
わ
ず
、
主
要
な
決

ι
v
k倹山内
y
け
に
依
存
L
が
ち
で

あ
る
ま
f
、
被
疑
有
の
政
治
的
地
け
い
ピ
よ
っ
て
は
、
松
来
日
一
否
？
崎
山
に
秋
山
1

〆
て
法
務
お
の
承
認
キ
作
い
な
汁
れ
は
仕
ら
ヨ
い
場
弘
、
弘
一
あ

る
」
し
た
が
っ
て
、
検
知
組
織
は
、
検
主
総
長
に
代
表
さ
れ
る
検
察
l
層
部
に
格
阪
が
具
、
千
さ
れ
さ
る
Y
H
H
い
な
い
の
で
あ
る
。
検
事
稔

長
こ
執
政
府
民
人
相
ζ
r
v
悩
ほ
交
換
を
行
い
、
妓
査
方
針

の
で
あ
わ
ば
、
検
祭
心
中

v
件
ば
仁
八
き
く
投
な
わ
れ
る
n

宰一

限
、
石
氏
か
ら
検
討
の
中
げ
牲
は
Tm

片
山
な
く
説
、
わ
れ
て
さ
に
。
検
事
総
長
心
任
免
が
大
統
領
幻
自
白
川
叩
午
、
れ
わ
れ
る
た
め
、
検
事
総

μは

大
統
治
の
蛍
刊
hvh川旧
m
Fる
こ
と
が
で
き
な
レ
と
レ
う
疑
念
右
中
じ
て
し
ま
h

つ
こ
と
は
、
政
治
的
利
ぃ
汁
門
が
先
hm
に
対

υ一
す
ご
令
市
民
案
件



戸、

処
理
に
お
い
て
は
遂
げ
げ
ア
た
い
こ
乙
で
あ
る
「
V

J

？
に
が
っ
て
、

政
恥
山
間
防
犯
量
一
を
h
d
く
1

山
、
政

検
察
l
層
部
が
政
y

沼
的
目
げ
を
ド
わ
い
問
、
℃

治
的
影
伊
丹
半
、
事
件
い
授
査
に
反
映
さ
せ
な
い
よ
え
に
ど
れ
ほ
こ
努
hん
L
て
も
、
上
述
の
よ
う
な
疑
惑
を
ぬ
ぐ
い
ム
る
こ
と
が
C
台
な
い

割1

ま
た
、
事
件
処
域
結
果
に
満
足
て
き
な
い
者
は
、
ア
ね
に
で
の
よ
う
な
非
吹
を
一
コ
ノ
プ
匂
」
そ
し
て
、
事
件
心
i
－
態
を
知
る
、
L

乙
が
で
き
な

ρ

般
？
上
氏
は
、
そ
の
よ
う
仕
非
難
に
し
ば
L
ば
司
訳
し
に
し
ま
「
こ
2
に
な
る
。
そ
れ
冷
丸
、
検
察
か
執
政
引
法
人
一
層
に
不
利
な
投

上
位
結
果
を
M
川
さ
な
日
れ
ば
、
不
「
応
な
く
一
仙
1

城
公
司
山
R
I

校ト九日
C
あ
る
／
一
か
、
一
縮
小
紋
公
i

と
h

つ
に
授
い
の
ヨ
を
1
れ円、
b
札
る
U

こ
の
よ
当
小
品
店
悩
が
、
こ
れ
ま
で
の
大
主
宰
件
探
査
に
対
す
る
経
続
的
評
価
ー
に
っ
た
と
一
千
一
宇
0
1

的
叫
ん
、
我
収
用
史
人
目
h
M
検
察
を
制
併
ず
る
実
質
的
手
段
と
l
て
検
察
官
人
事
4
2
れ
弔
L
て
き
た
と
レ
う
立
川
悩
も
般
的
で
あ
る
（
実

際
、
人
事
制
度
は
、
総
事
に
」
Y
PヘL
r
L
大
き
な
泌
響
万
士
及
ぼ
す
重
県
な
変
数
C
一んる
υ

廿
神
田
門
会
で
は
、
ソ
内
ル
を
中
、
U
L
」
「
る
首
都

置
勤
務
は
↓
十
九
此
於
J

子
な
ど
多
く
む
一
自
で
有
利
で
あ
る

L
か
も
、
検
事
は
呂
を
と
人
事
詐
判
を
設
反
光
む
も
の
と
考
λ

て
い
る
F

名
品

感
情
は
、
人
が
そ
の
宗
務
を
成
就
大
、
什
る
こ
と
に
よ
っ

つ
i
観
的
評
価
ゼ
あ
り
肉
負
心
で
あ
る
の
に
だ
し
、
検
事
に
対
す
る
客
観

的
刈
川
部
前
，
E
川
悩
は
人
事
ケ
一
な
け
る
有
利
不
刊
に
関
わ
ハ
一
仁
い
る
u
p
J

し
て
、
検
事
は
、

人
事
を
通

ν
て
組
職
が
F

円
汚
ー
ピ
ど
の
工
う
に

許
制
、
三
ー
に
い
る
か
を
判
断
ト
2
句
人
事
弘
明
言
い

い
て
い
る
こ
思
ー
や
れ
る
日
殺
が
v
〕
ば
、
て
は
け
十
つ
れ
る
こ
と
は
、

人
事
に
一
村
す

る
依
弔
の
こ
の
一
T
ノな
H
h十
川
と
無
関
係
で
は
な
い

（
人
事
に
は
勝
て
な
レ
と
い
λ

百
味
｝
と
い
う
ニ
μ

し
斗
ん
？
炉
、
り

全
が
で
K
4
L

る
の
で
あ
る
つ
、
7
れ
ま
亡
1

人
事
権
は
検
事
総
長
に
一
長
ね
ら
れ
る
川
き
だ
」

／
｝
常
々
ヨ
張
さ
れ
て
き
七
九
y
、
J
M～
官
、
」
中
Jm
十
ぶ
父

ι

7
7
l
f略、
r
d
j
j

部
長
PEに
ー
帰
開
叫
し
て
い
る
」
サ
ゲ

L
亡、

作
務
部
長
Arhいか般的
m
h

で
は
な
く
外
部
か
う
打
～
即
さ
れ
る
場
ιけ
に
は
、

人
事
に
混
乱
を
ふ
／
↓
t
f
γ
f

／
）
も
あ
る
U

い
わ
ゆ
る
一
波
情
人
事
：
と
い
う
子
烹
に
’
代
弁
さ
れ
る
、
序
列
と
慣
行
を
加
叫
し
た
人
事
に
よ
っ
て
、
検
察
ぃ
ru州
全
体
が

ゲ
メ
一
ン
」
／
乏
け
、
と
り
わ
け
、
干
の
よ
弓
な
人
宇
三
小
列
ヰ
を
受
け
た
崎
山
宇
か
A
R
送
」

Y
つ
形
で
折
口
泌
を
1
A
る
こ
と
に
な
る
。
新
政

徒
花
見
の
お
わ
に
、
州
相
続
交
代
士
実
脱
す
る
た
抗
む
の
放
以

T
問
状
と
し
て
人
事
、
ハ
ピ
市
用
さ
ー
れ
た
こ
と
も
あ
る
c

検
事
の
裁
刊
宮
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一
日
臼
良
心
身
分
保
障
も
、
こ
の
、
て
つ
な
1

仮
将
人
弔
」
に
ぶ
っ
て
印
刷
に
仮
壊
寸
る
こ
と
が
で
き
る
の
ご
あ
る
r

も
ち
ろ
J

ぺ
そ
の
よ
〉
〕

江
序
列
や
慣
行
に
h

一
だ
わ
る
検
事
2
1

ト
ハ
幻
凶
乏
凱
念
は
い
川
町
伏
さ
れ
る
〉
J

♂
対
象
か
も

L
れ
な
い
が
、

、s

ご
一
コ
こ
う

L
た
ポ
手
法
は

人
事
の
ふ
つ
ー
ほ
壊
刀
t
Z
4

佐
弁
に
物
f
m
っ
て
い
叱

検
事
了
べ
て
の
共
通
関
心
事
と
あ
る
人
事
片
況
が
＼
検
察
内
部
で

は
な
，
＼
法
務
郊
〕
L
パハ
h
と
2
八
統
領
に

ιい
さ
孔
て
い
る
状
叫
仙
の
も
と
で
は
、

凶

32
？

Z
づ
こ
政
内
主
1
づ
吋
）
詞
ハ
人
｝
司

ρ
を
：
」
7
、

1
u
jよ
i
！
了
｝
ム

p
l
j
z
u
p
F
r
i
プ

イ
プ
つ
な
ぎ
を
し
～
り
、
さ
う
に
は
人
一
郎
形
成
）
た
り
一
G
J

る
こ
／
つ
い
検
事
が
慨
潟
心
で
い
ら
れ
な
い
の
は
当
然
り
、
）
／
二
、
あ
る
U

fけ
名
人
工
中
小
、

j
J
A
i
l－
－
－
t
 

パ
r

J

f

つ
な
ぎ
仕
ど
に
持
ず
る
噂
げ
か
多
い
の
は
事
実
で
あ
る
η

そ
れ
ぬ
一
λ

、
術
祭
人
L

川十の

H
倖
吟
碓
山
川
凡
な
し
に
、
戎
治
か

ら
の
検
察
の
川
町
一
υ
を
詰
る
、
｝
と
は
札
ム
の
刊
で
訟
に
は
市
rJJG
仁
川
崎
政
府
民
人
に
な
る
以
別
に
は
検
察
官
人
事
権
J
r
検
察
7

一
以
%
に
吾
ー
ね
な
け
れ

ば
ド
ら
な
い
ー
に
叫
く
十
L

張
し
て
い
た
者
で
さ
え

い
っ
た
ん
訪
υ

政
府
袋
入
に
な
る
と

検
察
人
事
協
併
の
学
援
吉
政
支
し
ょ
円
い
の

亡
あ
る
以
土
人
総
み
れ
は
、

除
制
h

奈
の
政
、
治
的
中
古
一
位
む
確
保
は
明
ら
か
に
宥
口
叫
で
は
zd
い
J

こ
れ
に
対
し
て
、

政
信
権
力
と
検
察
と
の
分
岐
J
V＼

政
治
的
中
ー
υ
牲
の
ほ
似
と
は
別
次
一
冗
、
り
問
題
だ
と
す
る
見
方
も
あ
る
v

こ
の
比

方
に
よ
れ
ば
、
検
祭
ル
札
口
叩
ば
捻
宮
、
、
U
政
山
権
力
、
川
、
り
一
り
分
山
や
ピ
音
Z
4
は
す
る
包
一
り
で
は
な
い
む
町
一
、
［
ム
下
義
体
制
の
も
と
で
は
、
い
て
の
宇
一
辺

し
し
は
行
権
力
い
同
ャ
ー
る
検
察
権
は
巾
扶
ピ
阿
務
委
員
で
あ
る
法
務
部
云

V
の
指
一
坤

r了
督
下
い
亙
か
な
け
れ
ば
な
i

円一ず、

い
ん
よ
り
附
に
辺
地
山

さ
れ
た
政
治
権
力
に
よ
る
牧
祭
統
制
を
否
t

供
三
し
は
な
ら
ん
＆
し
い
と
さ
れ
る
戸
こ
こ
に
口
う
対
的
に
法
山
さ
れ
た
政
治
権
ん

t
い
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う
の
は
大
統
治
を
ム
パ
む
執
政
材
技
人
の

ぐ
で
あ
り
、
検
然
が
大
絞
畑
一
の
江
入
町
一
コ
ノ
プ
句
法
務
部
長
自
の
指
慣
世
村
口
を
受
け
る
の
は
ヶ
伏
、

い
hZ
工
、
に
な
る
け
句
、
1

〕
て
、
検
察
株
幻
独
ー
と
を
埼
討
に
持
病
一
え
の
政
治
的
絞
制
を
人
口
止
す
る

γこ
は
、
検
察
阿
部
の
刻
鎖
的
な
新
総

防
止
川
心
論
注
に
す
ぎ
な
パ

w

の
い
ノ
十
勺
は
さ
ら
に
、
民
王
、
王
表
ル
小
市
の
も
7
1し
は
政
府
か
ら
－
U
介
入
、
4
L
l
、
必
は
訟
げ
の
な
け
れ

い
い
な
ら
な
い
し
、
叫
者
の
門
川
係
巾
γ
断
治
汽
れ
る
こ

日
独

v
で
は
な
、
こ
い
～

7
土
保
に
ま
で
拡
張
主
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

ょ
う
月
以
ん
か
ぺ
ま
れ
と
さ
た
背
京
は
、

山
政
F絡
む
明
察
権
行
慢
の
門
〆
ム
と
い
性
河
内
バ
刊
で
は
な
し
。

1
に
ん
の
幅
仏
h
q
J
A
H
N
r
L
I
F
ん
ぶ
ん
ら
、
れ
ん
i

,, 人j下
（阪人比羊 C7 '.l !SI: l日l'21)07. c. 



戸、

大
検
針
山
リ
中
央
担
一
令
部
の
滋
お
J

資
令
捜
査
の
メ
ス
が
、
現
政
ぬ
の
内
政

H
要
人
げ
に
士
で
は
M
A

～
だ
こ

r
に

p

v

氾
政
権

の
も
こ
と
は
、

政
権
の
乏
ぬ
だ
こ
い
う
非
齢
午
、
受
け
な
汁
れ
ば
な
り
な
か
っ
七
時
代
ζ

は
異
な
る
気
広
治
、
検
桜
山
口
川
に
嬢
点
字
れ
て

割1

き
て
い
る
止
政
権
の
4

一
三
、
羽
政
権
ぐ
1

コ
｝
ド
が
合
わ
な
い
検
察
権
行
使
が
川
b
か
に
増
え
て
き
て
い
る
J

来
同
大
学
j
I一況の

カ
／
。
シ
ヲ
、
〆
グ
教
門
校
摂
む
の
一
…
山
村
で
／
れ
わ
、
孔
ー
～
法
務
部
長
告
の
指
中
川
権
完
封
y

へ
こ
れ
に
続
く
検
事
総
長
心
肝
汗
も
こ
の
、
F

ふ
う
な
気

1
4」
を
明
ら
ひ
に
し
て
い
る
口
検
察
り
氏
主
化
を
明
走
L
、
こ
れ
ま
て
検
察
心
中
I
V
性
ウ
深
死
に
治
伝
わ
れ
て
き
ー
～
ζ

！
土
張
じ
な
か
ら
も
、

検
察
は
大
統
領
と
大
統
領
の
任
命
す
る
法
務
部
長
官
の
桁
搾
乞

般
的
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
ー
し
い
「
突
品
川
な
へ
肺
肝
心

も
、
こ
の
よ
う
は
気
泡
の
変
化
む
彦
一
物
Llt一μ
え
る
c

一）官級
Fm
此
統
制
に
判
ず
る
検
察
役
割
心
不
徹
夜

検
察
心
中
核
的
以
役
割
は
判
事
部
が
也
〉
て
い
る
だ
が
、
善
察
か
ら
の
押
し
付
け
ー
ん
の
事
件
出
決
心
た
め
に
検
事
の
白
山
刊
は
ま
す

ま

rJ活
加
し
て
い
る
っ
川
忠
告
宮
、
、
U

調
4

百
二
h
t
ι

拠
能
々
に
限
界
い
Uv
あ
り
円
て
の
七
め
に
検
察
て
重
後
納
税
ト
h
v
J

デ
強
い
つ
れ
る
古
」
に
た

ザハ》仁、一人、炉、円み

7

一J
J
4
引いは
1
痛
を
受
け
、
険
事
も
政
務
に
で
、
〕
め
ら
れ
る
二
と
い
ん
＆
る
一
、
三

γ7一
状
況
の
た
う
の
に
、
牧
引

の
聞
に
、
人
事
に
関
、
ぷ
L
、
労
年
／
〈
市
二
ー
一
ゃ
れ
て
斐
の
な
し
刑
出
リ
む
よ
り
、
有
力
部
省
と
さ
れ
る
特
別
授
ぷ
部
な
い
y
に
凶
宣
さ
れ
る
ご

／
午
、
出
掛
う
傾
向
が
］
一
地
ら
れ
る
υ

前
日
別
慢
査
部
は
、
腐
敗
絞
判
例
の

判
明
に
け
り
つ
一
乙
い
う
意
味
で
の
主
務
の
亘
要
件
、
凶
↑
叫
ん
同
対
象
者
心
寸
－
会

的
影
響
h
U
1

授
十
互
に
刻
？
る
一
ヌ
崎
心
、
引
け
け
、
そ
1

v

て、

マ
ス
コ
ミ
を
λ
ア
ど
二
般
国
民
の
悶
い
の
長
引
の
ゆ
え
に
、
設
も
が
そ
こ

く
こ
こ
を
あ
認
す
J

る。

宇
一
人
子
、
こ
ど
は
、
教
度
比
恨
祭
の
役
会
に
言
往
す
る
際
に
、

円
本
の
来
口
わ
い
地
検
杭
校
訓
ゆ
が
引
き
合
い
に
山
川
J

？
れ
て

三セ
」

c 

る
は
ど
の
主
力
争
有
す
る
宋
京
地
検
特
技
部
は

マス
J

ミ
い
引
斡
？
再
検
祭
を
非
雑
ず
る
は
料
乙
7
L

て

定
一
帯
む
よ
う
に
持
ら
山
さ
れ
て
寺
介
。

,; !,i）、学！o7 ：ょ＂2J102 i:2nr'1.弓



れ
八
九
リ
ヰ
代
初
－

mに
草
山
品
別
枠
牧
が
い
捜
部
に
批
扮
〕
て
い
た
引
仕
町
、

ね
が
向
山
の
局
三
報
公
務
員
む
＼

川
同
会

議
円
以
で
あ
る
学
校
法
人
4
4
事
長
の
身
柄
ゃ
次
々
と
拘
束
L
た
際
ピ
、
禄
送
関
係
記
者
た
ち
は
こ
れ
を
況
時
ま
れ
に
日
る
ト
八
羽
物
ド
f
t
沼

り
、
認
知
件
数
の
多
い
刊
恰
検
事
す
1

機
問
絞
に
、
築
省
宇
一
「
大
抱
に
椴
ズ
に
」
当
時
は
、
」
れ
ほ
ど
の
人
物
人
士
に
対

T
q慢
査

は
珍
L
h
r
ゥ
丈
。
さ
ら
に

、
わ
ぬ
る
ア
1
L六
非
立
l

「ん

l
伸
、
政
議
時
に
行
わ
れ
た
不
正
）
事
件
校
長
C
、
前
…
・
正
大

そ
の
古
い
ほ

統
領
こ
れ
を
冷
め
て
、
多
〈
の
r
削
減
、

m悦
仇
判
長
行
い
や
Y

止
会
議
只
な
と
十
一
品
心
身
柄
を
功
一
主
し
、

る、）
d
f

戸
山
一
ぽ
ゥ
ト
、
n

し

か
し

そ
の
結
果
と
し
て
拘
禁
の
地
牝
が
高
ま
っ
た
か
と
レ
一
λ
ば、

否
む
的
に
答
え
ミ
る
を
得
な
い
。
と
レ
う
の
も
、
政
治
的
影
響
力

の
j

人
き
レ
大
怒
事
件
一
ゲ
↓
鳩
山
う
よ
う
に
芯
っ
た
た
吟
に
、

に
飲
み
込
ま
れ
て
し
乏
い
、
検
察
の
政
治
川
ー
ば
か
わ

と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る

仇
快
窓
枠
州
出
照
ト
人
化
議

の
引
（
【
エ
一
切
と
い
っ
す
f

P

沼ゐ
J
P
、ノ

j
汁

ム

F
川
村
川
ギ
」
小
ュ

1
p
f
i
刊

誌

行
川
じ
h
ツ
C
百出

μ
川
片
l
u
v
咋
M
l
z
f
p
み
コ
、

h

～守一正、

1
1
i
 

せ
る
こ
と
に
な
っ
た
っ
こ
の
よ
う
な
席
一
段
統
制
に
U

列
す
る
一
般

M
A心
見
方
は
鈴
し
い
も
の
て
あ
っ
た
F

公
職
高
不
L

と
り
わ
け
政

府
内
自
心
不
王
に
だ
す
る
処
川
引
は
完
た
か
っ
恋
烹
的
て
あ
り
、
『
げ
よ
い
と
可
法
E
C
問
に
は
誰
維
が
礼
ら
れ
る
と
い
う
批
川
円
が
起
こ
っ
十
人

~；：；きれ， OJ主ゴゴ .J)j立；＂：；

る
事
件
、

に「山
守

35
 

陣
内
活
性
豆
一
ド
似
ハ
士
事
件
、
込
忍
な
豆
思
決
定
や
関
係
機
関
乙
の
緊
積
立
協
h
M
予
必
広
忠
事
件
を
豆
長
に
川
間
人
は
ず
る
、
ど
戸
、
－R

 

」千人阪

梓川門
f
、
は
、
政
的
要
人
、
川
同
級
官
僚
、
有
力
財
界
人
の
不
正
院
改
心
統
制
は
検
か
い
戸
担
当
し
て
き
た
〈
院
小
川
税
制
は
、
地
険
で
は
特

別
川
ぼ
査
部
、

た山
mM九
三
庁
で
は
」
火
般
公
判
川
市
’
H
刊山「
7
ご
L
い
ヂ
句
、
弘
い
に
、

司
法
筏

人
山
間
山
祭
庁
、
一
火
山
や
一
郎
は

「
山
捜
部
」

J

一
略
祢
さ
れ
、

制
的
甲
か
際
関
と
〆
て
の
役
割
J
U
K

ヌ
～
ケ
J

て
き
た
戸
廿

、
J
日

Z
M
川
牧
民
ず
の
司
伏
税
制

MA刊
Jh一
再
三
人
き
な
担
九
二
院
ん
を
必
与
す
よ
す

4
1
肢
が
や
ソ
内
ル
行
什
人
泊
枚
特
凶
岡
市
の
授
受
に
つ
い
f
L

は
、
常
ピ
政
治
的
足
非
が
論
議
さ
れ
て
き
た
ハ
す
一
で
は
、
土
と
し
て
検
察
権

行
伎
の
北
準
引
火
止
で
は
な
い
こ
い
丹
二
、
と
hr
非
嫡
さ
れ
亡
。
腐
敗
事
件
技
十
九
H
に
ま
め
ら
れ
る
原
則
と

L
て、

し
ば
し
ば
効
率
性
、
公

正
判
、
そ
し
て
検
出
T
性
が
，
b
J
げ
ら
れ
る
U

7

人
偵
察
庁
小
此
九
段
合
郊
の
事
件
技
滑
に
つ
い
て
は
、
、
ア
れ
ら
け
原
則
？
ー
や
っ
、
公
主
性
、
t
公

む
対
象
と
な
わ
、
1
M
F
M

的
援
ん
同

と
い
っ
た
芥
離
が
行
わ
れ
て
き
た
じ
ゲ
ノ
な
わ
ち
、

技
ん
日
結
果

上－

1

J

1

1
J
M
お〆

Y
才

ゃ
ー
縦
小
捜
査



戸、

に
つ
い
て
説
が
凡
て
も
訂
戸
す
る
「
古
ノ
な
成
て
ん
を
山
え
は
、

そ
の
捜
査
汁
象
ヌ
は
「
棟
前
俊
一
作
一
い
に

r
i汁
与
す
る
じ
他
方
、
閣
は
査
私
平
凡

が

°" 

γ
ス
ー
ミ
や
授
受
対
象
者
の
椙

T
方
利
江
口
関
係
人
七
ち
は
、
阿
久
1
1刈～

μι
「
縄
小
授
受
」
ど
と
非
品
川
す
る

t
ず
る
、
）

割1

中
岐
部
の
授
金
に
は

大
じ
ヘ
J

H

政
ほ
要
人
、
品
刈
刊
行
符
、
右
ハ
バ
川
町
界
人
に
付
す
ノ

E
常
的
に
こ
の
て
つ
な
非
政
が
向
け
つ
れ
て
き
た
ロ

る
処
出
刊
の
字
、
能
川
ら

一
般

2
kは
け
到
の
貫
性
、
均
衡
性
、
街
huγ
性
日
一
同
で
も
課
叫
ん
な
問
訟
が
あ
る
乙
え
て
、

L
ば
し
ば
一
有
銭

一
有
怪
生
罪
」
こ
い
い
つ
非
雌
ぞ
や
わ
れ
て
き
ん
f
n

桁
同
γ
」
有
山
有
人
乍
川
け
の
場
合
、

犯
罪
性
が
れ
同
く
、
7

し
の
引
会
的
は
責
任
い
か
人
－
き
レ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

特
徴
な
処
却
に
終
わ
る
日
｝
し
〈
が

"' 少J、

J
t
J

三J」
C

こ
の
た
め
、
治
、
奈
の
捜
査
活
お
ら
般
の
計
似
が

政
治
吟
と
非
前

γ
ャ主
r
L
U
け
す
る
非
期

を
免
れ
h
。
こ
し
〈
は
凶
併
で
忘
る

以
〕
の
点
は
、
抜
一
彰
人
l
仏
の
信
頼
主
侃
な
う
決
定
的
要
問
と
7dq
っ
て
い
る
へ

JMd吊
L

一六ロえば、

い
れ
ら
の
山
掛
川
に
は
一
行
花

J

山

J

、

1
t
1
 

し
が
に
い
部
分
は
ず
あ
る
v

す
な
わ
ち
、

－

Aψ
窓
口
問
釈
蚊

じ〆

L
て
前
半
げ
ら
れ
る
の
は

特
別
紋
免
が
般
的
だ
が
、
一
」
れ
は
大
秘
杭

権
限
に
一
局
す
る
の
で
あ
り

会
出
的
に
政
治
的
決
内
山
よ
っ
て
行
わ
れ
る
政
rw
恒
的
付
為
て
あ
る
つ

に
つ
い
と
も
量

ド
ぃ
州
問
な
処
訂
」

刑
判
断
は
裁
判
所
の
権
限
な
の
ご
あ
わ

そ
、
刊
し
た
非
民
？
を
欣
間
以
怯
行
使
に
問
H
る
の
は
明
ら
か
な
玖
り
で
あ
る

ー
標
的
問
査
に

政
治
的
需

M
U
J
Mわ
れ
る
な
ど
と
百
わ
れ
る
川
崎
止
に
も
、
自
ら
の
犯
罪
行
疑
を
政
治
化
、

J、
ゅ
～
れ
に
よ
っ
亡
可
制
け
の
犯
非
性
を
品
釈
さ

自
ら
を
政
治
的
ス
ん
γ
1
7
e
f
、
ト
だ
と
張
し
、
事
件
を
主
化
L
ょ
う
こ

T
Q
rで
7

な
、
門
向
山
ご
い
政
治
的
な

戦
時
に
過
ぎ
な
い
こ
と
ー
も
あ
れ
う
る
J

わ
門
小
凶
な
ヘ
斗
だ
y
し
非
昨
～
さ
れ
る
場
台
に
も
、
話
相
松
下
川
分
な
ど
総
枠
に
凶
巨
人
d
に
内

ιす
る
問

せ
、
あ
る
い
は
、

起
に
遣
ぎ
な
い
場
合
は
多
い

事
件
持
係
者
が
政
F

出
家
計
一
〉
三
り
、

ψ
1
1
政
事
件
に
政
治
缶
が
窺
え
た
り
ず
る

ぬ
ム
口
に
は
、
事
じ
い
が
政
F

泊
問
極
化
へ
r

れ
る
こ
と
で
、
凡
恨
宮
け
に
よ
る
神
力
別
府
敗
統
一
引
に
担
当
な
支
障
を
き
り
に

γ
こ
と
が
占
め
る
ハ
六
ら
に
、

現
pt
一

政
治
権
ん
者
の
不
正
に
は
日
乞
っ
ぷ
り
も
J

の
二
院
と
な
っ
に

攻
守
悼
の
ギ
正
吉
口
本
〈

いムい一九州

し、

ゐ
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る
ハ
イ
エ
ナ
」
犯
？
と
と
い

民抗或ル寸士一円由、
h
い
や
に
す
る
1

ト
カ
L
f

の
い
つ
ぽ
切
り
授
十
品
川
と
い
た
l
4
4

パ
誌
を
免
れ
る
こ
L
Y

は

図
較
で
あ
る
。
？
で
の
よ
う
な
疑
ー
恐
こ
非
靴
下
を
簿
泊
す
る
努
々
が
必
裟
ど
と
い
う
口
…
に
は
、
説
ー
も
が
賢
司
す
る
と
h

一メ
J
Eあ
る
の

四
）
救
呈
権
温
別
に
刻
す
る
統
制
去
置
の
f
ハ
！
八
刀

の
も
乙
で
は
、
公
一
品
提
起
は
唯
倹
祭
の
み
が
行
崎
山
で
き
る
権
限
で
あ
る
u

ま
に
、
こ
の

1
b
t
一込独
i
川
半
義
ー
に
加
え
て
、

ロベパ作
JU苧
件
に
お
日
る
芯
訴
不
起
訴
判
断
は
泊
、
山
取
り
裁
量
に
一
変
ね
ら
れ
て
い
る

一九」
JL
川一恨｛
H
主
義
c

こ
の
点
、
検
祭
の

一
以
訴
似

～μ
ド
ヒ
サ
日

に
汁
す
る
検
川
小
心
内
部
統
制
ヘ
検
占
？
の
不
起
訴
処
分
に
対
す
る
椀
祭
抗
告
制
度
に
よ
る
）
は
在
能
で
お
る
〈
し
か
し
、
こ
れ

を
見
守
G
外
部
の
は
か
ら
は
、
そ
り
よ
う
な
絞
刺
殺
置
に
川
J

別
伝
説
義
は
見
い

い
そ
の
仙
来
、
対
巣
的
と
統
制
設
置
と
欠

く
た
め
に
、
術
祭
ぷ
量
権
は
ほ
と
ん
ど
窓
伝
的
に
行
策
さ
れ
て
い
Q
と
い
う
れ
が
、
休
刊
一
気
故
口
主
格
に
つ
い
く
の
一
般
的
汗
判
2
な
コ
て

い
る
ま
介
、
ご
一
り
ょ
う
ん
仇
「
検
察
放
星
格
統
制
一
対
L

の
裏
川
叫
戸
あ
る
の
が
、
検
h

f

y
め
ら
ゆ
る
権
限
が
長
咋
さ
れ
と
い
る
L
Y

い
う
認

~；：；きれ， OJ主ゴゴ .J)j立；＂：；

に市

こ
の
羽
川
並
同
は
、

「ハ

松
一
夜
小
が
出
版
辺
、
時
M

自
の
政
治
一
－
一
人
、
け
い
わ
さ
れ
る
べ
さ
大
相
手
作
を
処
刑
r午、
υ

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
ー
た
ど
」
に
1
5
関
連
〕
て
し
る
c

す
な

j5
 

1r
り
、
次
4
に
起
h

一
る
仁
川
事
行
心
込
述
過
m
M
で
、
明
日
の
析
聞
紙
到
の
か
な
り
の
部
分
を
検
察
記
事
が
埋
め
い
尽
く
】
J

て
き
た
い
ご
、
は
、

l

－
討
「
日
比
も
、

7

J

J

仁」
ム
十人十以

議
て
あ
る
〈
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
1

検
察
権
限
肥
大
化
論
」
心
認
識
で
あ
る
が
、
こ
心
ょ
う
ヘ
ヰ
出
識
は
、
か
つ
て
「
長
企
部
た
ど
の
桁

日
機
関
が
秘
密
去
に
行
っ
て
き
た
日
動
が
表
に
山
さ
れ
、
松
一
察
の
役
割
と
さ
れ
丈
こ
と
と
斗
関
係
で
は
な
い
r

ゼ
C

、りげい、

あ
た
か
ー
も
検
察
が
埠
同
の
一
主
安
案
件
を
F

去
三
コ
ノ
る
か
よ
う
な
百
公
的
認
識
の
形
戎
へ
ζ

結
び
つ
い

九色体物語
t

（
パ
グ
イ
ヤ
ギ
）
乙
い
う
成
人
娯
恥
主
げ
い
法
一
述
「
司
令
不
正
事
件
ロ
海
物
凶
t

こ
は
、
ゲ
ム
機
4
m
博
小
山
川
越
と
な
っ
た
成

人
娯
来
牢
f

心、」
ζ

で
、
こ
の
手
作
い
に
は
十
大
統
領
の
以
刀
均
一
バ
ア
刀
筑
わ
れ
て
い
る

三
1
仇

3

ァ、

ρ
ザ
円

ν
九U

叫
州
内
『
パ
祐
一
同
一

と
h
v
h
つ
汚
名
ケ
一
右
目
f
ハ一心
M
件
、
か
一
や
か
と
い
う
同
町
出
し
は
、

μ
相
川
検
察
山
生
命
士
通
じ
て
耶
叫
ん

苦
心
開
知
、

モ
し
て
椋
「
山
山
rL



戸、

か
い
さ
れ
る
は
か
な
い
に
八
十
回
ν
ん
の
悶
心
、

ZFー
す
る
こ
の
±
ー
な
主
記
事
件
は
、
す
べ
て
検
察
捜
告
で
げ
は
宍
川
日
ら
れ
る
と
乙
い
な

る
が
、
ぞ
う
ー
一
人
事
件
処
浅
の
よ
n
仰
は
、
市
下
位
い
を
取
り
巻
く
関
係
者
た
ら
の
利
害
に

K
L

で
あ
る
。
結
川
、
事
件
処
珂
に
ヌ
満

割1

を
一
一
く
利
バ
集
団
は
、
倹
祭
を
攻
撃
せ
さ
る
を
畑
作
な
い
、
一
こ
に
江
り
、
検
察
怪
限
の
統
的
が
必
要
で
あ
る
」

ζ

い
う
リ
場
に
与
す
J

る

こ
と
に
な
る
o

J

の
ふ
う
な
認
識
は
、
つ
ぎ
に
述
へ
る
検
一
円
h

権
以
の
弱
体
化
を
肉
7
h

ぐ
寸
午
ず
る
試
み
、
と
も
詩
ー
述
）
〆
て

ρ
る。

検
察
権
限
の
弱
体
化
の
試
み

ゐ
）
説
明
パ
従
捜
査
維
の
独
山
抗
争

こ
れ
ま
で
韓
国
で
は
、
紛
授
に
権
限
が
過
度
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
芯
誌
に
立
っ
て
、
品
収
杭
小
体
作
山
眠
心
弱
仏
u

化
を
凶
ろ
う
と
す
る
、

権
限
叫
杷
凡
ん
を
め
ぐ
る
論
議
が
絞
い
す
き
た
っ
攻
政
権
発
足
以
後
、
こ

の
J
パ
古
江
梧
独
！
V
が
十
八
札
杭
門
松
戸
山
約
手
r町
、
に
旧
判
げ

ら
れ
て
い
介
」
と
に
よ
コ
て
川
州
大
れ
て
い
る
r

あ
っ
一
ゆ
る
ぬ
以
tuhu占
す
る
こ
と
乍
入
り
、
持
問
祭
が
ド
ト
八
権
力
検
問
と
1

ぷ
り
、
さ
ら

に、

z
れ
が
権
力
佐
用
に
対
す
る
何
の
統
制
装
丙
♂
口
広
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
L

こ
の
給
果
、
戦
凶
は
、
ロ
え
玉
主
義
に
と
っ
て
絞
J
O

＋
円
八
本
的
な
棒
力
分
立
さ
え
実
現
で
き
な
い
状
態
に
阿
っ
て
い
る
三
検
祭
の
授
ム
一
一
ハ
桜
限
必
占
体
制
の
止
め
に
、

国
誌
の
不
便
は
之
、
一
ち
ろ
ん

人
権
μ
比
百
ま
で
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
か
え
担
I
H
－－ζ
訴
追
の
志
台
情
浩
右
打
開
、
二

、
検
察
は
訴
追
だ
け
に
守

〈守山－
7
べ、
k
i
L

だ
y

い
う
の

台
以
引
の
間
以
ヘ
ヱ
位
独
止
九
闘
は
様
ぺ
と
あ
る
ロ

r】
末
筈
夜
小
が
授
査
を
専
問
刊
し
て
い
る
に

4
か
か
わ

JFJ、

刑
事
γ

出
品
l
h

作
上
校
廷
の
去
す
昔
日
小
検
事
仁
な
っ
て
い
る
こ
ζ

を
間
組
初
出
し
て
、
け
は
乙
現
実
の

rt献
を
是
正
I

U

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

t
す

る
叫
中
純
な
警
察
拡
査
独
立
f

細
か
ら
、
間
む
市
引
技
査
を
独
l
川
し
、
検
出
来
は
訴
辺
機
認
の
役
ま
に
川
慨
し
注
円
札
ば
な
ら
ず
、
検
問
訟
の
秒
、
丘
惜
別

持
慌
は
昨
加
除
さ
れ
な
け
れ
ば
仕
ら
は
ド
と
す
る
、
憲
法
造
反
ζ

忌
わ
れ
る
見
解
主
で
夜
間
仰
す
る
に
ヱ
っ
て
い
｝
白
。

ぷ
が
か
市
山
地
検
に
部
長
検
事
と
し
f
L
L
L
汗
し
に
当
時
、
管
内
の
警
察
苫
長
、
か
枝
川
知
に
来
た
こ
と
が
あ
っ
た
一
部
企
学
院
の
一
前
打
に
、
一
市
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店
検
事
に
、
説
閃
し
て
き
た
筈
察
川
王
ー
た
ち
が
各
検
事
室
に
己
ち
ん
け
っ
た
の
か
と
刷
く
と
、
警
察
中
心
バ
ム
ー
ら
が
り
什
検
事
室
会
主
同
問
ず
る

慣
例
は
か
な
h
N
M
前
に
な
く
仕
っ

f

r
一
斉
う
。
包
括
場
除
前
九
わ
の
山
笠
ワ
＆
】

私
が
検
事
時
代
に
制
定
場
防
止
辺
市
を
五
摘
、
に
、
時
に
は

者
長
こ
育
長
い
や
で
歓
談
を
交
ト
U
L
f
の
ち
に
白
山
手
場
町
宮
小
を
じ
っ
た
か
、
近
頃
は
そ
の
筈
宮
川
岩
の
授
有
課
長
宇
え
パ
リ
事
中
、
－
I
い
訳
に
仙

を
は
す
ず
り
が
半
一
陣
刊
で
d

め
る
。
い
恥
近
で
は
、
執
］
ド
ト
小
岩
が
r
L
t」
な
拘
引
き
え
履
行
し
な
い
」

Y
つ
2
4て
も
な
い
宇
能
山
ず
ら
眠

U
て
い
る
。

笠
宮
小
は
隈
査
権
独
立
ζ

い
っ
て
検
也
市
か
ら
の
独
立
を
強
く
半
張
す
る
。

L
P
L、
地
芦
小
司
べ
J
J
%

は
そ
の
一
d

う
に
認
識
し
て
い
る
か
も
し
れ

な
い
し
引
、
引
を
割
拾
に
み
と
そ
の
よ
う
に
一
計
怖
で
き
一
る
ほ
ど
の
北
口
柄
拘
係
は
有
宇
し
な
し
〈
合
祭
の
授
有
権
独
立
論
と
は
、
結
局
心
J

J

ろ
品
川
彰
の
指
揮
佐
川
以
同
権
古
川
刈
除
す
る
う
L

い
う
主
張
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
志
法
に
迫
モ
「
る
、
張
て
た
る
c

検
察
が
痔
査
の
山
知

持
t
m
品
目
乞
沼
じ
て
川
由
良
心
人
佐
川
寄
機
能
p
ど
和
ラ
て
い
る
こ
と
か
、
わ
す
れ
ば
、
と
わ
は
祢
め
て
不
山
町
ー
な
で
張
だ
と
い
、
え
る

ト

L

I

、

［

l
A丸士
1

日

（攻
F

止
の
盤
面
察
庁
ノ

本
店
ソ
ウ

y
地
総

ソ
ウ
ル
山
中
仏
八
地
続
）

特
捜
部
に
勤
d

め
し
て
い
た
勺
時
、
治
安
本
部

凶
日
査
情
況
1

乞
担
当
し
て
い
た
が
、
市
巴
一
ム
人
l

部
事
件
は
「
小
説
」
、
そ
れ
、
ら
「
オ
ム
一
ハ
之
、
小
祝
」
で
め
る
と
い
っ
諸
怖
が
あ
っ
た
J

す

伝
わ
ち
、
J

ぐ久
λ

宇
部
は
、
波
長
い
戸
際
し

、
ま
た
様
々

こ
v

い
つ
け
7
、
結
疑
者
（
り
比
柄
ー
ピ
拘
束
す
る
ハ

指
何
段
附
で
み
の
i

一
山
を
お
い
掬
す
る
と
、
笠
［
す
ぐ
は
ほ
成
124

い
の
意
見
を
送
致
μ

て
く
る
三
こ
う
い
う
と
乙
が
多
く
見
ら
か
に
と
乙
が
到

訂
で
あ
る
c

こ
の
さ
「
な
宇
中
f

山
つ
い
て
は
二
つ
の
解
釈
が
吋
躍
で
あ
る
戸
子
人
々
h
J
ち
、
治
安
9

へυhu’
極
め
て
派
見
識
か
っ
切
訟
で
あ
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る
か
、
あ
る
い
は
、
検
事
を
腺
L
て
嫌
疑
の
な
い
被
疑
討
を
北
京
し
よ
う
こ
企
ん
だ
の
か
、

ノ
一
い
う
つ
の
解
釈
で
あ
る
υ

さ
J

に
問

湿
な
の
は
、
こ
の
で
つ
な
こ
と
が

U
常
荒
川
叛
市
ず
だ
っ
た
こ
と
て
あ
る
。
剥
在
で
は
、
制
緩
は
検
察
y
し
の
権
限
予
い

調
切
な
警
察
」

、
積
｝
ι

的
な
身
川
γ
F
A
一
主
や
照
査
を
」
｝
山
巡

L
て
い
る
口
こ
の
小
人
げ
の
、
犯
罪
者
小
処
罰
さ
れ
な
い
場

合
引
崎
、
え
、

犯
非
人
炉
肇
任

L
て
い
る
い
〈
い
弓
批
判
寸
が
為
る
。
こ
の
点
、

犯
罪
荷
山
人
権
を
j

創
出
に
掲
げ
、

刊
仏
叫
手
名
よ
μ
ら
門
司
、
与
評
慨
を
イ
一

日
る
こ
と
が
人
権
保
障
捻
能

u
強
化
う
い
こ
の
よ
与
一
ぱ
践
日
ゆ
が
↓
め
る
の

－
他
方
、
捜
査
の
第

づ
枇
円
抗

hw門
心
院
で 。コ
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戸、

は
、
祁
戦
内
の
や
昔
関
係
い
見
ら
れ
る

l
司
の
拒
併
で
き
な
い
よ
γ
M
t
t沙
を
憂
指
し
、

の
凶
帆
山
れ
れ
に
よ
る
王
7

一
に
ふ
山
阿
部
佐
川
昌

が
必
袋
三
こ
い
う
制
点
か
ら
、
お
祭
授
六
立
川
畑
守
の
政
き
に
反
対
す
る
戸
、
れ
ど
め
る
。
枇
宮
小
；
か
山
山
人
斗
梓
ー
を
全
刊
υ

仰
に
学
U
併
す
る
ゆ
ム
円
、
し
が
お

割1

日
治
体
や
M
川
氏
が
竺
一
也
市
を
統
制
一
コ
二
日
卜
h
Aげ
が
な
い
こ
い
ミ
間
践
は
お
く
ノ
了
ご
し
も
、

中
川
人
集
格
的
以
U
門
家
組
織
で
あ
る
合
的
訟
に
、
比
力

川
以
れ
に
さ
ら
に
強
ベ
な
権
限
を
付

7
す
れ
ば
、

、～わ之内
fム
匂

ワ
マ
ツ
ン
ョ
」
乙
い
ハ
に
字
詰
山
が
比
入
札
j

r
｝
白
こ
と
が
長
帰
さ
れ
る
U

p
～句、斗」守、

J
ノ

ん
Y

こ
の
ふ
う
な
ヒ
併
に
も
斗
を
向
、
け
な
日
れ
ば
な
う
な
い
ハ

）
裁
判
所
の
公
判
中
心
、
半
義
政
化
の
よ
K
J

円山品、以、

パズ
1同

裁
判
!1' 

長

ぬ
r 

3聖
士
11 

t、

るの

卑＂＂1: f主
与cイヒ
モ？

よ

I
F

布、

J

r

h

hリ
M

良
一
一
川
裁
判
－
品
川
ド
ハ
υ
の
不
法
号
発
一
に
や
午
な

hz半
、
己
で
じ
な
く
、
む
し
ろ
政
判
所
む
古
い

の
援
物
て
は
な
い
？
と
い
う
点
が
憂
慮
き

れ
て
い
る
っ
放
判
品
川
は
「
当
事
者
、
l
義

2
1公
判
中
心
、
土
義
主
探
侍
し
て
一
叫
ぷ
孜
前
な
唱
え
、
そ
心
主
現
に
総
々
を
あ
げ
て
い
る

枚
以
閉
店
h

一
ん
心
中
f
事
者
二
過
ぎ
ず
、
円
護
ト
し
も
ま
た
主
コ
心
者
て
あ
る
絞

E
人
心
代
理

6
0～
過
ぎ
な
い
以

i
、
裁
判
官
が
牛
心
と
な
る

「
公
判
山
心
ヱ
4

誌
が
併
進
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
ご
あ
り
、
法
書
一

（
法
古
什
一
／
ロ
の
協
調
一

と
い
う
口
禁
は
訟
り
で
あ
る

と
い
そ
戸
口
の
お
口
は
、
裁
判
所
。
知
情
相
］
す
る
「

’iミ

判
・L、

ゃ
「
当
日
ぺ
ヌ
ニ
L
R
L

が
H
7
J
v
て
仰
で
あ
る
の
か
と
い
そ
続
問
を
か

き
た
て
る
の
に

f

げ
で
あ
る
υ

そ
れ
は
、
川
事
か
一
以
μ
巾
心
ζ

な
っ
て
攻
防
ヰ
繰
り
広
げ
、

双
山
山
子
中

ν的
な
立
坊
主
判
断

T
q
y
い

ろ
ノ
真
心
必
日
山
叫
mJ、
心
「
当
事
者
十
一
義
や
公
判
F
レ
エ
義
L

で
は
な
く
、
ー
は
判
Ahク
伐
剖
江
主
は
じ
か
川
町
大
き
く
膨
ら
ま
J
」
る
卜
刀
、

ー
」
平
苦
心
地
位
は
格
下
げ
し
、
以
下
な
る
裁
判
の
界
咋
に
が
い
化
さ
せ
る
、
変
形
さ
札
～
糾
問
、
設
の
試
み
な
の
で
は
な
い
か
u

そ
の
よ
う

に

i
張
ず
る
点
一
端
な
丸
山
川
に
賢
司
ま
で
は

L
な
、
と
し
ζ
も
、
そ
の
寸
つ
な
こ
こ
が
泰
治
さ
れ
る
伏
況
な
の
は
確
か

C
占めるハ

P
3
4
h
r
F
川
北
川
ご

J

J

J

1

1

t

 

赴
汀
先
地
方
の
有
志
ん
に
ら
は
多
く
の
場
合
始
、
宇
と
却
品
交
を
深
め

私、

ν裁
判
川
む
川
ん
什
中
州
刊
辛
か
ら
町
し
ム
～
訴
ど
が

Uコ
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ど
う
と
「
る
が
、
判
明
に
討
、
J

て
は
切
関
心
で
あ
り
、
琉
Mm感
Jr感
じ
る
と
い
弓
こ
と
さ
あ
J

た
一
問
山
崎
な
の
目
、
同
、
て
言
ノ
な
認
可
刊

を
沿
い
て
い
る
裁
判
円
が
多
い
こ
い
う
こ
と
で
あ
る
つ

の
工
え
な
認
識
が
、
検
事
の
現
存
町
一
泊
は
い
を
阪
は
め
よ
う

／て
7
司
令
試
み
y
mポ
七
し
亡
主
関
係
な
の
か
ぐ
い
う
疑
念
が
牛
じ
る
ハ
日
比
中
心
心
司
法

1

阿
川
氏
の
使
且
を
は
か
る
司
法
L

を
標
訪
す
ノ

る
こ
／
一
で
配
当
作
を
死
似
L
て
い
る
司
法
改
L

牛
の
摂
底
t

円、品州斗一一
h
の
そ
の
よ
う
な
認
識
が
隠
3
れ
て
い
な
ど
」
と
を
ぬ
う
ば
か
h
で

、~

" μ ノ

令
古、

最
高
政
長
信
の
牛
へ
一
斗
や
」
一
、
れ
J
V
F

｝同開設
r
J

司
令
妹
刈
｛
E
た
ち
の
態
山
氏
刀
ら
一
G
J

わ
ば
、

裁
判
一
品
に
対
す
る
ん
出
生
干
の
池
や
は
が
対
的
に

昨
相

F
げ
さ
れ
る
注
ム
叩
で
為
る
」
う
に
荊
か
え
る
c

明
14

開
店
な
の
は
、

般
に
広
が
る
山
内
h
ト不
J
い
川
（
り
ん
め
に

戸
、
の
よ
h

つ
な
裁
川
γ
1

川の
7
A
t
J
F
に

対
し
て
込
J
G
検
祭
の
止
場
を
い
庁
設
し
、
裁
判
所
主
人
～
士
訓
し
よ
う
と
し
な
L
こ
と
で
忘
る
乙
検
察
の
？
v
t
叫
が
市
中
山
凡
ザ
化
さ
ー
れ
る
と
レ
う
こ
と

は
、
犯
罪
者
不
処
罰

mr川
の
告
が
ふ
慌
村
山
す
る
J
い
う
こ
と
が
石
渇
き
れ
て
は
な
ら
白
い
ν

実
際
、
次
々
即
席
恕
的
モ
デ
ル
と
し
て
い

る
ア
〆
リ
カ
出
の
必
判
中
心
制
度
は
、
実
際
に
い
い
本
国
広
化
と
歴
史
心
援
物
で
ー
の
7
9
J

ア
メ
リ
ι
力
主
公
判
中
U
制
度
一
ー
、
も
、
公
甘
い
で
中

し
ぜ
て
ら
れ
た
一
出
人
と
拡
刊
と
に
基
づ
い
て
判
決
す
る
と
い
う
原
町
は
保
持
さ
れ
て
い
る
♂
、
し
八
山
叩
円
、
川
心
奴
査
と
そ
の
成
京
が
公
判
で

決
定
的
た
役
割
合
長
た
ず
と
い
う
向
、
之
官
怠
す
る
必
要
が
あ
る
ま
亡
、
ア
メ
り
せ
刑
公
判
制
民
J
V一
維
持
す
る
た
め
に
は
多
’
L
U
施
設

と
莫
大
な
人
的
資
泌
が
必
変
だ
が
、

F

メ
リ
カ
さ
は
そ
う
h

い
た
問
践
を
点
版
寸
る
た
め
に
1

司
法
攻
引
」
制
反
を
導
入
、
二
大
多
数
の

一4
一
件
を
占
ハ
の
u
苦
味
で
の
品
川
判
H
K
L
に
略
式
九
処
刑
什
、
ν
て
い
る
し
ヰ
の
よ
う
に

ν
た
け
れ
は
、
ア
ィ
）
カ
辺
公
判
制
ほ
の
部
内
心
れ
は
岡
臨
時
で

~；：；きれ， OJ主ゴゴ .J)j立；＂：；

あ

る

ま

f
、
一
品
拠
法
則
の
徹
氏
ゃ
、
技
査
段
陪
で
の
被
疑
者
・
託
人
の
誠
一
弓
へ
の
凸
何
百
川
A
の
竹
川
町
、
J

し
て
判
d

り
ア
メ
リ
カ
人
の

文
化
的
環
境
が
、
ザ
メ
J
J刀刑
γ

の
公
判
干
心
裁
判
制
夜
J
V
一
川
法
K
L
て
い
る
の
で
あ
る
υ

そ
の
－
T
？
な
訟
抗
条
が
け
な
1

／
ト
円
、
制
を
の

郊
の
、
？
を
移
植
し
よ
う
と
し
亡
も
、
深
々
な
軒
、
河
合
バ
ー
ず
る
結
扶
、
と
は
ろ
う
U

（阪人比羊 C7 '.l JS;): l五日＇21)07.c. 



戸、

検
察
の
腐
敗
統
制
機
能
、
政
策
形
成
機
銭
、
お
よ
び
険
K
一
去
拭
同
一
豆
品
慌
の
統
制
強
化

四

割1

一
腐
敗
絞
判
刷
機
誌
の
強
化

慌
力
州
f

腐
敗
に
刻
す
る
検
一
加
わ
小
統
制

η
作
品
川
が
不
分
で
あ
Q
こ
と
に
刈
す
る
不
信
感
が
空
む
し
て
い
d

七
日
前
川
崎
敗
続
初
D

J

J

吟
の

新
し
い
お
策
が
伸
一
索
さ
れ
る
の
は
h

代
、
で
あ
る
n

M
ぐ
り
際
、
析
し
い

H
策

ζ
Lて
し
ば
し
ば
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
治
山
内
ハ
の
政
ム
則
的
中

v

日
一
確
保
、
手
件
認
係
者
か
ら
の
似
？
刊
誌
l
T
医
か
つ
公
正
な
城
務
遂
行
、
す
て
し
て
、
衡

γ性
と
一
川
見
性
の
核
保
な
ど
で
z
の
る
乙

の
一
つ
は
、
腐
敗
税
制
の
汗
務
を
的
、
奈
だ
け
に
を
ね
て
は
な
ら
な
し
と
レ
う
こ
と
で
お
る
〈
品
川
、
祭
？
弘
之
た
、

柄
数
統
制
心
役
割
に
お
い
て
競
争
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
、

位
の
制
反
に
よ
る
J

枇
制
を
一
唱
え
け
る
必
長
も
あ
る

さ
ら
に

凶
「
た
か
ら

の
歌
川
悦
も
N
U
安
で
あ
ろ
う
F

絞
M
A
λ
口
、
ー
石
川
市

む
姿

1、ll勢
ー亡

！ な五L

ti j出
向長
他戸i
の＃c
市：lおj
吹竺
と 1J
l〆つ

；三で

持な
り日 ／ 

里山市：1 （♂ 
皮：1,:1
l立

や・＼＇.

職 Jょ
？？か
司、で

投［Jij

民
と
と
J
Q
H

眠
、
放
税
制
二
瓜
仕
の

十
世
苦
な
と
や
L

新
設
す
る
こ
し
仁
を
意
味
I
J
7
、
い
る

1

特
別
検
事
制
度
は
こ
れ
ま
で
何
ば
か
一
イ
刊
行
さ
れ
、
そ
心
利
点
と
問
題
出
と
が

明
ら
か
に
叉
れ
て
い
る
に
こ
の
制
度
は
効
主
性
心
点
で
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

そ
れ
な
L

り
に
利
点
も
あ
る
と
好
品
制
さ
れ
て
い

る、

J

し
市
川
市
三
「
公
職
ズ
不
志
保
守
山
者
L

の
よ
ヘ
な
別
v
v
L
の
制
度
古
新
設
、
三
J

絞
れ
と
と
腐
敗
統
制
の
役
割

c競
う
寸
る
体
制
な
作
る

二
一
に
つ
い
て
は
、
検
討
の
必
伎
が
あ
ろ
う
。
腐
敗
統
制
に
お
い
て
し
ば
し
ば
間
程
州
市
さ
れ
て
き
し
亡
の
は
制
反
さ
は
主
い
υ

ま
f
、
前

合
L

ヨ
ノ
る
他
制
度
、
ョ
…
設
け
と
と
し
て
も
、
で
の
述
常
が
調
和
的
か
っ
対
一
…
的
だ
；
、
い
ろ
ノ
似
討
は
な
い
。
ぞ
う
t
u
一
人
科
制
が
、
寛
大
な
人
的

貸
涼
乙
，
y
骨川
JUγ

一
費
や
し
て
混
乳
な
も
た
ら
」
9
4
～
日
心
、
非
川
切
ιふ
な
運
営
に
陥
る
こ
と
が
仕
い
か
心
配
さ
札
る
。

腐
敗
統
制
に
お
い
て

η
山悦叶叶一と

L
て
従
来
か
ら
一
腐
敗
防
J
H
委
員
A
n
」
が
存
在
し
て
い
る
。
j
N
州
敗
統
引
い
災
時
の
何
市
川
円
ひ

ら
は
、

腐
敗
防
J
U
交
員
九
五
と
検
察
と
の
が
寸
協
力
、
β

ギバ
J

欠
で
為
る
日
目
、

現
存
む
よ
一
〕
ん
忌
白
日
一
心
腐
敗
凶
J

引
委
い
い
会
で
は
、

午
、
れ
い

"j !,i）、学！o7 ：よ今日j l村(J [2iil'7. s ( 



こ
不
必
い
ん
な
一
士
一
件
と
人
的
資
、
仙
仰
の
叫
川
駄
使
い
し
か
志
味
、
）
な
い
廃
敗
防

U41立
闘
会
は
、
膨
大
な
時
制
L
L
U
7

痛
を
伴
し
な
が
っ
と
う
に

の
詰
義
を
大
き
く
減
退
さ
L

た
と
い
う
の
が
般
的
な
↓
正
日
で
あ
る
。
腐
敗
防
当
政
策
に
お
い
て
一
一

か
判
例
心
さ
れ
た
腐
敗
防

d
法」

j
t
霊
長
な
こ
y
、
は
、
品
川
河
牛

L
た
煽
敗
事
件
の
私
一J
間
的
な
訓
ん
7
こ
起
訴
を
検
察
が
相
当
し
、
裁
判
所
が
厳
正
な
い
恥
～
訂
ゎ
1
r
A
こ
と
で
あ
る
〉

そ
う
す
る
い

γ
t
か

、
必
扶
リ

m
r
u－
－
州
敗
の
雰
正
い
山
戸
川
小
引
会
全
般
に
守
山
主
っ
つ
、
い
く

C
斗
の
ろ
う
一
山
γ

ら
、
人
ー
ま
さ
に
検
察
心
腐
敗

統
制
ー
の
応
仏
い
い
が
／
｝
i

り
わ
行
川
両
ま
つ
で
い
る
時
取
だ
ζ

一J
え
る
u

だ
か
ら
こ
そ
、
腐
敗
に
問
パ
リ

L
K者
に
利
す
る
起
訴
法
乙
実
川
ム
十
J
U
Y

円
、
九
日
、
閥
的
再
も
以
前
v
dと
は
門
組
怖
に
双
山
討
に
処
Lq
る
戸
一
と
が
必
裂
で
為
ろ
う
c

耳
川
法
お
よ
が
将
’
A
J犯
罪
加
重
処
出
法
上
の
際
収
断
山

n
V切
恥
り
叩
町
に
わ
山
川
さ
れ
て
い
な
い
t

と

1
1点
は
多
ノ
＼
の
併
記
で
お
い
怖
さ
、
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
炉
、
転
院
や
閉
山
速
記
川
胤
と
挙
惜
し
な
く
と
も
、
ユ
－
C
転
E
U
ο

え
み
れ
ば
、

（

U
M
H
U山
、
い
い
規
で
も
贈
収
苅
は
十
分
に
処
計

ず
る
こ

2
が
て
き
る
つ
そ
れ
ゆ
え
、

吊
裂
な
と
と
は
、
総
ん
だ
や
統
制
中
」
川
む
実
行
志
忠

C
ふ
ぬ
る
お
ら
ゆ
る
花
見
と
同
似
に
、

腐
敗
下

刊
の
場
ム
円
も
ま
た
、
占
下
段
処
川
副
よ
け
市
中
刈
1
f
u山
円
以
効
果
的
h
h
統
制
業
で
あ
る
が
、
現
人
つ
の
よ
う
に
軒
す
ぎ
る
処
罰
て
は
い
七
会
全
体
九

Mm予
防
効
呆
ど
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
｝
と
に
毅
み
れ
ば

」
の
内
、
は
問
、
り
か
に
再
検
討
山
川
d

必
山
t
fあ
ろ
う

拾
い
い
い
小
と
裁
判
所
い
叫
ん
は

問
た
る
E
R
田

rkw判
敗
防
止
政
策
JK実
担
す
る
べ
く
ん
十
心
役
球
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
の
時
期
に
、
敬
リ
引
分
裂
の

1
3ノ
伝

午瓦九師
4
7
J
b
v；
て
い
る
こ
と
は
、
全
く
も
「
て
鳴
か
わ

L
し
ご
と
で
あ
る
戸

~；：；きれ， OJ主ゴゴ .J)j立；＂：；

）
政
策
形
成
機
花
の
強
F
化

わ
払
が
検
事
、
、
し
て
引
咋
扮
し
て
い
ト
、
ψ
i
時
に
、
妓
査
ζ

八
ム
訴
裕
司
と
い
hn
本
来
的
日
役
正
以
れ
仏
、
力
を
↓
汀
川
で
き
た
こ
こ
は
、
政
策
似

成
ヘ
の
頁
献
で
あ
る
。
ム
0
2

な
わ
丸
、
授
査
や
…
日
報
以
集
中
一
通
じ
て
切
ら
か
と
な
っ
に
む
会
の
川
叫
ん
、
日
間
芯
を
政
治
決
定
＝
川
話
相
へ
こ
反
映

さ止りわ山、

悼
の
フ
メ

l
ト
パ
ソ
ク
・
ン
ス
フ
ム
心
役
割
で
↓
め
る
（
捜
査
と
清
報
収
集
に
位
ま
ら
ず
、
そ
の
成
川
市
r
q
一
政
策
決
む
に
反
映

（阪人比羊 C7 '.l lGl: 161 '21)07. c. 



戸、

さ
持
る
た
め
へ
犯
罪
hh附
寸
一
分
肘
7

し
、
犯
罪
防

U
浪
Jr立
案
し
、
字
、
れ
U
T

関
述
都
宮
に
以
ι円
ト
リ
司
令
与
一
り
で
な
く
、
定
期
的
に
大
崎

λ
，3
～」工、ゅゅの司令
n

み
I一、

端, 
ど
j[ 
'J 

－む

つえ！，i）、学1o7 :; :ti2J Jti2「2iili、7 s, 

領
ト
ル
叩
叩
牛
F
J
た
。
あ
る
時
期
に
は
、

終
検
察
庁
の
よ
六
純
一
F
仙
に
お
い
て
政
災
民
一
け
が
以
後
先
手
墳
と
さ
れ
、
各
検
宮
小
川
で
は
検
事
長
以

割1

下－
J
ぺ
、
て
の
検
事
が
政
仮
調
日
記
の
光
州
刑
ピ
没
頭
、
て
い
た
こ
と
が
あ
コ
た
ロ
実
際
、
そ
の
で
つ
な
作
主
心
巾
で
見
い
だ
さ
れ
た
様
々
な

謀
説
や
し
民
生
未
認
一
は
が
甲
山
家
政
策
二
反
映
き
れ
ア
n

優
秀
な
成
果
か
一
上
げ
た
検
笠
J
と
担
当
検
字
に
設
立
ふ
れ
が
支
給
さ
れ
乙
二
、
と
は
も
ち

政
策
提
言
の
材
料
発
掘
の
役
割
守
但
う
こ
と
は
、
彼
察
か
政
策
決
ど
－
一
辺
m
U
と
レ
行
動
部
u
約
、
不
ア
〉
リ
ク
の
な
か
で
重
要
な
牧
置
も
γ↓

川
社
る
こ
と
を
古
味
し
て

w

る
じ
政
府
ム
丁
目
d

の
攻
ゑ
決
定
通
程
に
お
レ
て
も
、
引
い
詩
集
？
辻
や
引
会
川
体
の
ド
力
に
よ
っ
て
、
決
以
遅
延
一

や
〈
十
出
の
問
題
が
一
4
h
る
J

ま
た
、
場
ん
に
よ
ラ
て
は
、
之
の
よ
う
な
町
内
出
日
、
伐
策
実
胞
の
失
糸
町
内
と
な
る
こ
と
も
ぞ
G
F

州以来

決
定
や
政
策
実
拾
を
直
長
に
位
当
す
る
こ
ー
と
の
な
い
技
察
が
人
以
策
決
定
心
不
ソ
ヘ
ワ
ー
ヶ
に
刻
み
込
ま
れ

検
察
は
、
政
州
市
へ
虫
記
者
川
畑
台
、
り
ネ
ッ
ト
ォ

l
ケ
に
お
い
て
他
の
部
門
（
山
参
加
叫
芝
れ
と
は
異
な
る
椋
伍
的
な
役
割
を
長
た
し
う
る
v

例
え
ば
、

部
分
的
に
で
は
あ
る
が

、
正
（
U
よ
う
な
政
υれ
な
導
入
す
る
こ
と
が
で
ま
し
い
か
統
引
的
に
分
析
す
る
役
割
を
果
た
ふ
や
こ
し
れ
日

で
き
る
v

一
少
な
く
と
も
、
院
政
規
制
い
問

L
て
け
、
社
P
A
U

各
分
野
の
政
比
例
円
決
定
に
つ
い
亡
先
導
的
な
役
割
を
一
ポ
た
す
こ
と
が
可
阪
で
あ

る
、
）
、
欣
一
ヂ
白
身
こ
の
よ
う
伝
役
割
を
進
ん
で
」
1
J

さ
受
日
亡
し
い
く
必
援
が
あ
る
戸
市
ノ
た
が
っ
て
、
お
絞
り
倹
弔
各
白
が
、
情
萩
収
焦

／
）
事
行
h
h
述
／
）
を
通
じ
て
収
集
さ
れ
る
川
氏
判
仕
す
を
川
ノ
パ
ソ
に

r山
い
い
川
ず
る
の
で
は
な
く
、
林
系
的
に
分
類
笠
市
川
、
分
択
す
る
、
」
ζ

に

よ
〉
て
、
制
度
改
I
F
L
木
を
策
定
す
る
こ
と
に

6
欲
を
持
た
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。
域
峰
、
健
品
、

安
全
、
松
凶
作
な
ど
多
ぷ
な
叫
即
日
他
山
U

衝
突
す
る
政
策
決
定
泣
程
に
お
い
て
は
、
ん
計
験
的
指
円
山
な
上
ム
l

／一」
9
る
慌
枯
問
中
I
V
り
山
川
な
政
策
提
一
一
ユ
内
政
へ
い
形
成
に
大
き
く
市
片
J

ず
る

Y

ノ
て
ご
っ
市
、
＋
め
λ
ごっ。



コ
一
）
般
祭
裁
量
権
に
対

F
る
規
制
強
化

枚
祭
泳
三
棒
に
対
す
る
外
部
統
制
手
J

九一t
r
r
〆て

一
日
本
心

付
審
汀
」

に
柄
、
］

の
が
「
決
定
出
訂
制
反

三斗
hyhwHrμ

そ
の
凶
用
範
問
問
は
徐
々
に
桁
小
さ
れ

公
古
川
同
円
一
戦
怪
お
り
罪
に
汁
し
て
の
み
例
外
的
に
山
市
さ
れ

」
の
制
制
】
問
止
の
治
不
卜

る
に
ヱ
っ
て
ど
白
。
そ
こ
で

設
定
申
請
中
一
度
と
い
う
検
命
救
口
E
r叶
に
付
す
る
絞
判
JHJ
に
ぷ
る
統
制

T
R刊
の
拡
白
人
が
論
議
の
対
象
に
な

る
の
は
吋
扶
で
あ
る
。
ど
が
、
こ
り
よ
う
な
試
み
に
刈
L
て
、
こ
れ
ま
で
は
及
川
叶
ι

叶
さ
え
あ
ま
h
議
巧
的
で
は
な
か
っ
に
U

に
い
与
の

も
、
検
察
心
救
量
約
ボ
コ
他
訴
処
分
に
対
す
る
統
制
μ
悼
の
磁
山
ほ
と

1
1宝
仙
万
一
な
役
割
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
が
は
充
さ
れ
れ
ば
、
裁
判

所
の
業
務
仏
間
引
制
刊
が
法
人
と
な
り
、

裁
判
所
グ
訂
版
者
の
不
満
の
長
終
窓
口
の
役
割
乞
引
き
走
行
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
、
」
と
に
な

一一、

v

ヨ
4
l－

る
か
ら
て
あ
？
竺
尖
陀
、
紛
口
同
小
不
伝
L

繋
が
る
ι小
川
の
唱
ψ
」
部
分
p
ど
J

や
め
る
よ
小

ι一
訴
処
分
に
つ
い
て
利
害
当
事
tdが
裁
定
中
請
中
行
う

こ
と
に
川
市
み
れ
ば

そ
の
よ
う
な
不
満
心
才
光
が
は
紅
所
に
向
け
ら
れ
る
h

と

い
dv～
人
J

加つ

も
コ
と
も
、
こ
の
裁
心
中

諸
制
皮
の
批
？
↑
へ
は
、
一
円
出
改
十
日
i
宍
と
し
て
よ
い
制
化
ざ
れ
、

7、
胞
を
待
う
て
い
る
段
階
て
忘
る
f
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容
認
1
1
憲
法
I
叫
判
所
の
業
務
の
暴
走
を
中
じ
さ
L
し
か
ね
江
い
状
況
中
内
り
山
一

i
r
一
が
来
し
て
法
的
に
問
忍
な
い
の
か
疑
問
で
あ
る
〉

15
 

羊人阪

ま
ト
一
、
も
う

つ
の
統
制

T
段
と
し
て
、
不
起
訴
処
分
に
つ
い
て
の
需
に
法
政
刈
叶
に
対
す
る
憲
法
訴
一
郎
」
ぷ
挙
げ
ら
れ
る
が
、
岩

法
訴
願
の
認
終
決
定
が
戸
ら
に
公
訴
提
起
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
し
い
し
そ
の
し
怖
い
古
、
百
店
法
裁
判
所
の
流
制
は
J

小

i
八
芝
、
、
れ
ド
上
の

も
の
に
河
ま
る
と
い
え
一
昨
洲
が
ふ
般
的
と
な
っ
て
い
る
、
ヲ
J
h
v
J
、
不
起
訴
処
分
に
討
す
る
不
服
ピ
リ
ム
ア
段
、
乙
J

て
革
法
訴
m
J
b午
、
広
く

新
L
い
れ
飢
え
出
j

戸
川
山
制
乏
が
随
行
さ
れ
れ
、
は
、

ヤ
一
の
も
で
つ
仕
2
4

川
妙
な
憲
法
「
詐
願
制
改
の
利
い
川
べ
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
υ

そ
の
は
ひ
は
本
の
一
検
終
審
査
会
』

の
よ
う
に
、
一
円
民
け
い
参
加
す
る
t
人
民
J
机
布
市
の
め
山
奈
統
制
シ
ス
テ
ム
り
と
γ
人
も
八
一
目
前
J

？
れ
、

山
叫
ん
日
常
ハ
完
刀
い
札
苦
手
十
九
日
委
員
会
C

郊
試
験
中
ー
で
あ
り
、
そ
り
結
果
が
抗
日
ミ
れ
る
。



戸、

五

割1

そ
れ
ぞ
れ
に
詑
力
差
は
あ
る
に
ゼ
よ
、
検
事
の
民
家
に
対
ず
る
使
命
感
は
強
い
〉
こ
う
し
に
使
命
感
は
、
検
事
パ
小
、

な
否
心
的

許
制
に
不
満
十
一
指
き
な
が
ら
も
、
河
’
与
の
た
め
に
身
を
粉
に
し
て
と
田
誠
好
力
L
7
0
原
動
力
だ
と
い
え
る
。

一
月
？
寸
ち
半
分
じ
も
上
る

夜
」
切
に
従
事
し
、
お
た
か
も
す
べ
て
の
減
係
当
宇
宥
ζ

対
沢
一
q
J
る
か
り
よ
う
に
、
玉
、
手
に
古
一
（
実
を
究
明
L
、
討
会
必
z
ぜ
な
く
そ
う
、
、
努

h
H
す
る
検
苧
の
役
割
は
、
高
く
汗
削
さ
れ
な
け
れ
ば
な
二
検
字
そ
、
れ
ぞ
れ
、
川
、
倹
察
剖
皮
の
存
在
誌
設
を
バ
？
に
泣
い
宅
起
こ
し
、
h
訂
レ

意
恐
を
什
れ
ど
、
公
正
か
つ
厳
ww
な
山
会
等
で
、
そ
の
業
務
に
佐
一
お
し
な
け
れ
ば
な
ら
た
い
t
c

検
事
し
は
、
倹
〕
沼
市
川
ど
行
pt意
義
か
徹
底
九
d

川な

柄
数
除
よ
、

商
政
統
制
に
忘
る
こ
と
と
y

仁
完
し
、

車
点
ほ
ん
町
の
住
…
丙
ム
ゼ
属
政
統
制
に
ム
コ
わ
九
七
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
と
い

判
別
捜
汗
怖
心
機
能
強
化
J

ど
逃
ヒ
て
、
公
職
者
や
持
直
腎
心
不
yrー
と
の
矧
織
的
対
法
一
定
試
み
て
い
く
、
」
と
は
当
妖
で
の
司
令

エ
れ
だ
け
り
で
は
公
く
、
検
察
が
あ
、
り
ゆ
る
問
肢
の
解
決
に
人
同
一
般
あ
に
、
つ
な
け
れ
ば
な
ら
広
い
と
す
る
過
刺
史
求
」
端
宇
治
す

る
検
察
万
能
主
表
」
の
傾
向
い

Y
K
っ
て
、
救
杭
一
お
り
為
り
十
代
h
L正
刊
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
批
判
円
ι

も
に
わ
〈
宵
げ
、
他
終
悶
と
の
述
JJ
た

！？一手、、

ー
ザ
九
、
判
M

権
限
配
分
す
も
考
慮
し
な
日
れ
ば
な
り
な
い
「
も
ち
ろ
ん
、
ぬ
限
配
分
に
お
い
て
も
、
百
店
法
悦
判
バ
を
舶
な
わ
な
い
転
出
で
検
察
の
泊
域

M
Lー
を
改
め
、
税
？
川
制
メ
刀
一
ズ
ム
の
組
み
込
山
f
吉
凶
ら
な
け
れ
ば
な
り
な
い
さ
あ
ろ
う

そ
そ
と
た
け
れ
ば
、
松
一
夜
小
は
組
織
利
コ

ニ
義
に
陥
っ
て
お
り
、
司
凶
に
判
ら
配
慮
」

7
2
一
こ
な
く
、
f
A
J

量
的
に
検
察
権
在
ノ
仁
使
し
て
い
る
こ
い
下
、
非
黙
を
免
れ
る
こ
と
は
間
車
、

f
l
斗

h
y
h
v
p

、
」
れ
に
加
え
、
正
一
民
が
れ
阪
府
門
ぃ
町
市
行
使
を
統
制
）
て
い
る
こ
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
れ
皆
川
に
、
淫
－
民
参
加
z
ザ
ヱ
ぞ
た
し
て
い
く

必
設
が
あ
る
。
仁
述
の
倹
察
抗
背
審
査
委
員
会
な
と
は
、
専
門
家
と
市
氏
、
こ
を
起
訴
決
定
沿
科
に
参
切
六
」
る
べ
き
C
占
め
る
、
ぐ
い

hL丁

張
主
反
映
し
た
剣
山
は
た
と

1
え
る
し
検
誕
の
組
織
f
J
九
化
は
一
体
的
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
検
事
と
し
て
の
7

一
負
心
心
似
斡
で
も
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あ
る
が
、
外
部
で
は
一
一
れ
を
「
達
引
文
化
、
乙
祢
、
ぷ
L
批
判
す
る
見
L
A
、
？
高
必
で
あ
る
－
そ
の
た
め
、
ぞ
れ
ぷ
～
れ
の
検
事
が
自
作
的
で

適
切
な
業
務
処
尽
を
行
一
っ
て
い
る
こ
い

般
市
民
に
r吋
た
）
こ
る
た
め
に
は
、
こ
の
乙
う
な
花
戦
凡
打
に
を
再
検
討
す
る
こ
d
v
T
O

に
、
検
察
戦
税
制
皮
を
改
革
1

1

1

終
身
検
事
判
い
は

の
ど
j
h
を
は
か
る
必
安
予
あ
る

桁
山
祭
権
限
が
犯
ベ
化
L

T

J

る
こ
い
う
認
誌
に
端
を
八
2

5

Q
か
と
う
か
は
分
川
J

ら
な
い
点
、
検
祭
に
反
対
的
な
勢
々
は
な
い
。
一
立
川

界
は
も
う
勺
八
、
出
会
議
h

は
も
検
廷
に
好
山
目
的
で
は
ほ
く
、
総
主
出
身
ki八
百
一
弘
討
さ
え
も
検
祭
に
反
比
一

ιAJ汀
っ
て
い
る
場
ム
い
か
少
日
く

な
い
じ
お
子
ら
く
山
間
〕
奈
の
山
崎
敗
統
制
業
務
の
対
象
に
ば
治
家
口
ん
は
ま
、
れ
る
心
、
め
に
、
給
、
れ
れ
は
一
主
治
家
の
で
戒
対
象
と
な
る
の
で
ー
あ
ろ
う

［
、
三
た
、

Z
I
－
の
役
割
、
ν↓一μ
へ
耐
芥
と
抗
ん
円
渋
f

川
市
に
あ
る
ベ
叩
え
に
、
検
察
は
品
川
温
判
九
百
の
ど
こ
か
ら
も
歓
測
さ
れ
な
唱
、
市
山
？
げ

叶
%
に
置
か
れ
て
い
る
と
己
っ
こ
も
過
門
で
は
な
い
だ
ろ
う
総
主
は
、
こ
の
よ
う
な
現
実
認
識
の
も
2
で
、
店
ら
に
利
ラ
ぢ
れ
た
本
来

業
務
に
集
中
し
、

獣
々
と
業
務
セ
ミ
な
す
一
↑
リ
、

川
が
原
M
川
で
枚
察
梧
山
肌
が
配
人
化
L
て
い
る
と
い
う
一
計
百
が
生
じ
て
い
る
の
か
冷
静

二八戸
J

析
し
、
不
必
要
た
誤
解
を
払
拭
し
、
富
i
kけ
や
検
川
向
山
に
権
限
λγι

付
H
J
し
て
い
る
坦
位
に
ふ
さ
わ
し
い
役
割
を
い
ポ
た
せ
る
よ
う
阿
佐
芦

ーピ
V
U
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
な
い
。
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デ
コ
；
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f
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